
自山火山噴火活動調査報告書



発刊にあたって

　白山は周知のごとく第四紀に誕生した火山です。白山地域で火山活動が開始

されたのは今から30～40万年前で，当時の活動中心は現在の山頂とは異なると

ころにありました。現在の山頂部を中心に活動したのが今から数万年前で,その

活助は有史時代まで続きます。白山火山は現在噴火の兆候はみられませんが,有

史時代の活動記録が10あまり知られており,生きている火山といえます。

　昭和63年度から平成 2年度にかけての３年間，白山自然保護センターを中心

に”白山火山噴火活動調査”を行ってきました。火山灰層・古文書の記録・重

力・磁力・地震などの面から白山火山の特徴を明らかにしようというものです。

本報告書は，当事業の研究成果をまとめたものです。

　本調査に際して，金沢大学名誉教授の山崎正男氏，金沢大学の守屋以智雄・

河野芳輝。長尾年恭の諸先生方，石川県立小松高校の安田誠二氏，富山大学大

学院生（当時）の加藤隆司氏，並びに金沢大学学生（当時）の高柳一男・束田

進也氏のご協力をいただきました。深く感謝するしだいです。

平成３年２月

石川県環境部長　　斉　藤　晴　彦



白山山頂部（石川県県民課提供）
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